
平成 22 年 10 月６日

各位

会 社 名
アメリカン・インターナショナル・

グループ・インク

代表者の

役職・氏名

プレジデント兼最高経営責任者

ロバート・H・ベンモシェ

（コード番号：8685 東証第一部）

代理人の住所
東京都港区六本木一丁目６番１号

泉ガーデンタワー

代理人の氏名 アンダーソン・毛利・友常法律事務所

弁護士 北澤 正明

（訂正）「AIG は米政府に対する返済プランを発表」の一部訂正について

平成 22 年 10 月１日に開示いたしました「AIG は米政府に対する返済

プランを発表」の一部に訂正を要する箇所がありましたので、下記のとおり訂

正いたします。なお、訂正箇所は下線を付して表示しております。

記

＜訂正前＞

（３頁目）

（前略）

３． 残存しているAIGのTARPによる支援の終了およびシリーズC優先株式

の償還： 現在、AIG は約 491 億ドルの発行済 TARP 優先株式を保有し

ている。本プランの下、米国財務省は、AIG の普通株式約 16.55 億株を、

49.1億株のTARPシリーズEおよびシリーズF優先株式ならびに現在本

トラストにより保有されているシリーズ C 優先株式と引き換えに取得

する予定である。また、AIG は１株あたりの行使価格 45.00 ドルとする

最大 7,500 万のワラントを現存の普通株主に対し発行する。当該交換

取引により、米国財務省は AIG の普通株式の 92.1％を有することにな

る。当該交換取引は、NY 連銀クレジット融資枠の全額が返済されるま

で実行されない。当該取引の完了後、米国財務省は AIG の株式を公開

市場において売却する予定である。

（後略）



＜訂正後＞

（３頁目）

（前略）

３． 残存しているAIGのTARPによる支援の終了およびシリーズC優先株式

の償還： 現在、AIG は約 491 億ドルの発行済 TARP 優先株式を発行し

ている。本プランの下、米国財務省は、AIG の普通株式約 16.55 億株を、

491 億ドル分の TARP シリーズ Eおよびシリーズ F優先株式ならびに現

在本トラストにより保有されているシリーズ C 優先株式と引き換えに

取得する予定である。また、AIG は１株あたりの行使価格 45.00 ドルと

する最大 7,500 万のワラントを現存の普通株主に対し発行する。当該

交換取引により、米国財務省は AIG の普通株式の 92.1％を有すること

になる。当該交換取引は、NY 連銀クレジット融資枠の全額が返済され

るまで実行されない。当該取引の完了後、米国財務省は AIG の株式を

公開市場において売却する予定である。

（後略）

以上


